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＜概要＞

＜当社の視点＞

※ 交通事故が最も多くなる12月まで定点観測を実施

図表１. １～８月の交通事故発生件数 (　)は前年同月比

件

図表２. 交通事故死者数の年代別比率(各年１～８月の合計) (　)は交通事故死者数

＊：四捨五入表記の関係で2020年の合計は100%になっていない　

補足: １～８月の70歳代、80歳以上の状態別死者数(2019年と2020年の比較)

～９月21日(月)から９月30日(水)まで秋の全国交通安全運動実施期間です～
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・交通事故発生件数は、前年同月に比べ、３月から５月は減少幅が大きくなっていく傾向
　にあったが、緊急事態宣言が解除された後の６月以降は、前年同月比の減少幅が小さく
　なり、約８０％で推移している。(図表１)
・交通事故死者数の年代別比率をみると、４０歳代以降は年代が増すにしたがい、比率が
　上昇する傾向が確認できる。(図表２)

【今週のテーマ/注目情報】*モニタリング期間：2020年1～8月

コロナ禍での交通事故の発生状況-８月

モビリティ情報モニタリング

我が国の省庁等、政府系機関からは日々多種多様な情報が発信されます。（株）現代文化研究所
はその中から広くモビリティに関する注目情報を所定期間にわたりピックアップ、テーマを設定
しその切り口から関連情報を整理し、お伝えします。
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８月の移動人口動向の前年同週比は、第１週▲１７％、第２週▲２０％、第３週▲２３％、
第４週▲１８％といずれも前年を１７％以上、下回った。(V-RESASデータより)
コロナ禍での移動人口減少により、交通事故が減少していると考えられるが、昨年同様、
１～８月の７０歳以上の交通事故死者数は、全体の４６％を占める。今後も継続した高齢
者のための「交通安全の環境づくり」が重要になる。
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[出典] 警察庁「交通事故統計」、 総務省人口推計、 Ｖ-ＲＥＳＡＳ(内閣府 地方創生推進室 ビッグデータチーム)

◎ 年代別、地域別にみた時系列での交通事故分析が可能です。ご要望の際はお問合せ下さい。

→
→3 1 2 4

31,364 30,063
33,695 32,632 30,539 29,391 30,859 30,896

24,69324,951
27,523 27,443 27,763

23,846
20,805

18,107

0

10,000

20,000

30,000

40,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

2019年 2020年

(88%)
(91%)

(82%)
(64%) (59%) (81%) (81%) (80%)

1%

1%

4%

4%

8%

8%

6%

7%

9%

8%

12%

10%

14%

15%

22%

21%

24%

25%

9歳以下 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

2019年

2020年

(23) (70)

(20)

(153) (119) (179) (228) (272) (428) (453)
(1,925)

(74) (138) (120) (146) (181) (256) (373) (437)(1,745)

№9　2020年９月16日


